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Abstract
 Fujisawa Tōgai （藤澤東畡1794-1864） was a Confucian scholar and the 
founder of Hakuen Shoin （泊園書院）, a private academy of Chinese studies based 
in Osaka during the latter part of Edo period Japan.
 Born in Sanuki （讃岐） on the island of Shikoku （四国）, Tōgai studied under 
Nakayama Jōzan （中山城山 1763-1837）, a well known Confucian scholar in the 
tradition of Ogyū Sorai’s （荻生徂徠 1666-1728） school.
 Tōgai would later leave Sanuki for Osaka, eventually opening Hakuen Shoin 
in 1825.
 Tōgai’s basic methodology of Chinese philosophical and philological research 
would be that of Ogyū Sorai’s Kobunjigaku （古文辞学） school. However he would 
also develop a number of theories and viewpoints that were unique to him and 
that would become further developed by succeeding generations of the Fujisawa 
family. 
 One of the theories developed by Tōgai is the idea that there is a fundamental 
link between the original ideals of Confucianism and the intellectual and artistic 
ﬂ ourishing of the Japanese state. Speciﬁ cally, Tōgai believed that the ideals of 
Confucius were now only being carried out in Japan, and because of this Japan 
should be held in high regard. This idea of Japan’s superiority due to its 
adherence to Confucius’ ideal would become a central tenet of the Hakuen 
school.
 Tōgai expounded this theory in a treatise known as Genseishi （原聖志）, or
‘An Inquiry into the Intent of the Sage’, the“sage”here referring to Confucius. 
This treatise, along with most of Tōgai’s works, have unfortunately been largely 
neglected by scholars of Japanese early modern Confucianism. This Japanese 
translation of Genseishi from the original Classical Chinese is an attempt to 
address this neglect, and it is hoped that it will promote further research into 
Fujisawa Tōgai’s thought and the Hakuen school. 
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はじめに
　藤澤東嘆（1794～1864）は大阪にあった泊園書院という漢学塾の創設者である。四国讃岐生
まれで、少年期に荻生徂徠（1666～1728）の学統を継ぐ中山城山（1763～1837）に師事した。
のちに大坂に出て文政 8年（1825）に泊園書院を開いた。泊園の学問は徂徠の古文辞学に基づ
きつつ、その家学として独自の発展を遂げている。
　近年、泊園書院に関する研究はしだいに増えつつある。しかし、その初代院主である藤澤東
嘆の思想や著作を取り上げた研究はまだ不足しているのが現状である。
　東嘆の思想における特徴として、その儒学と国体の関係論や孟子の勧王論に対する批判はし
ばしばあげられている1）。この儒学と国体の関係論については、その「原聖志」という文章の中
で論じられている。東嘆はここで、孔子はそもそもいったい何を志したのかについて探求して
いる。そして、その志を明らかにしたうえで、東嘆はその志がいかに日本で実現されているか
を主張している。「原聖志」の内容は以下の 3点に要約できよう。
　一 、孔子は魯や衛や楚など多くの君主に仕えていたように見えるが、これらの国々はすべて
周の諸侯であり、孔子が本当に君主と見なしていたのは周王のみである。そして、天下を
その一人の君主（周王）のもとに統一し、諸侯を合わせて理想的な西周の礼楽文化を再興
して、東周を作ろうと望んでいた。
　二 、孔子は天下を一人の君主（周王）の支配下に置くのみならず、その君主の統治が永遠に
続くことを望んでいた。
　三 、中国においては孔子が志していたことはもはや行われず、王朝の興亡が繰り返された。
孔子の志と一致しているのは、日本の皇統のみである。そのため、日本の文芸は日々に盛
んになり、中国よりもすぐれた学者が次々と現れる。よって、孔子の道を学ぶ者は日本の
尊さを知るべきであり、さらに、日本の尊さを知る者は孔子の道を学ぶべきであるという。
　東嘆がいつごろ「原聖志」を執筆したかは未詳である。「原聖志」が初めて世に出たのは元治
元年（1864）と思われる。この時、東嘆の子、藤澤南岳（1842～1920）が東嘆の草稿を整理し、
「原聖志」その他の主要諸論文を編集して『泊園家言』として刊行したのである。その後、「原
聖志」は明治17年（1884）刊の『東嘆先生文集』の中に収録され、また関儀一郎編『日本儒林
叢書』第四巻（東洋図書刊行会、1929年）にも採録されている。
　泊園書院の学問において儒学と国体は独特の関係をもっている。その関係論を知るために「原
聖志」は必読の文献である。この訳注が「原聖志」の理解のための一助になることを望む次第
である。
 1） 石濱純太郎『浪華儒林伝』（全国書房1942年）40頁、小島吉雄『大阪の学問と教育』（毎日放送、1973年）
121頁。
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〔凡例〕
・「原聖志」の底本として、関西大学総合図書館所蔵、元治元年刊『泊園家言』を用いた。
・『泊園家言』に収録されている「原聖志」の原文の訓点は句点（、）のみであり、本訳注の
原文ではこれをそのまま用いた。
・読みやすさを考慮して、原文は適宜改行した。
・書き下し文の漢字の字体は、常用漢字は常用漢字表によった。字訓の振り仮名は歴史的仮
名遣いを原則としたが、字音の振り仮名は現代仮名遣いを用いた。
・現代語訳中の括弧内の文言は文意の補足として訳者が補ったものである。
・闕字（天皇などへ尊敬をあらわすための空き字）を原文にはそのまま残したが、書き下し
文と現代語訳文では詰めた。
〔原文〕
原聖志1
　今之學者、皆誦夫子之書 2、講夫子之道、不知夫子之志可乎、惟聖知聖 3、故先王 4之志、夫
子而後知之 5、則知夫子之志、非學者所敢望也 6、雖然有言行存、執其言、推其行、庶乎可以
窺一端矣、
　夫聖人非人倫之至乎 7、君臣非人之大倫乎 8、不二其君忠臣之則乎、而夫子之事君也、于魯于
衛于齊于楚 9、一身多君、無所定止、若在衆人如此、必不免輕躁之誚10、其在夫子也、謂之何、
　今竊思之、夫子之所君、一而已矣、一者誰乎、周王11也、魯衛齊楚、周之諸侯也、去彼就
此出此入彼、皆爲周也、而亦未嘗不爲魯衛齊楚矣、夫子曰、如有用我者、吾其爲東周乎12、是
願合諸侯奉王室繼西周而興東周禮樂13也、由此觀、夫子不特身不二其君、欲使四海14一其君也、
是之謂人之大倫、夫子又曰、若有王者、必世而後仁15、亦言能用夫子而爲東周者也、或以爲
言易姓之王者16、差矣、易姓者、夫子所諱、故其稱至徳、以三讓17、以服事18、未嘗有片言及
放伐19也、於既往、猶且然、況於將來乎、
　子張問十世可知也、子曰殷因於夏禮、所損益可知也、周因於殷禮、所損益可知也、其或繼
周者、雖百世可知也20、舊解21曰、王者易姓受命爲一世、其已然之迹、今皆可見、則自今以後、
雖百世22之遠、所因所革、亦不過此23、誠如是、夫子之言、亦有及將來易姓者乎、曰、否、不
然、彼解非也、世字失義、　本邦物茂卿24更解之曰、易姓受命爲一代、父子相受爲一世、三代
聖人、建一代法、使數百年之人守之、則其前知25數百年後者審矣26、此解是也、世字得義、今
竊思之、或繼周者雖百世可知也者、夫子自道也、曰繼周、即爲東周也、不曰代周豈易姓乎、
且以十世可知爲前知數百年、則百世可知、前知數十年也、乃永久無窮之謂、由此觀之、夫子
不特欲使四海一其君、欲使萬古不二其君也、是之謂人倫之至、
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　蓋周代前知之算、窮于幽王27矣、平王28以後、餘祚29綫存、徳不能庇諸侯故不服之、力不能
制諸侯、諸侯故不畏之、置之於度外、諸侯擅相併合、而無覬覦王室者、是古来未有之時也、
凡從于強者、及弱或畔、必也、使從于弱、而後可以保永久矣、繼周百世、亦随未有之時、而
施未有之化、非未有之人、其孰能之、時惟周末矣、人惟夫子矣、魯乎衛乎齊乎楚乎、苟有用
夫子者、周室綿綿、猶　本邦　　皇統30也、鳳鳥不至、河不出圖31、歎此事之無兆焉耳、乘桴
浮于海32、傷此事之不濟焉耳、所謂夏時殷輅周冕韶舞33、以見損益大略矣、至其所以然之故、
非俟後聖、無得而知之、
　抑　本邦之風、則神氣所結、非假人制、而　　皇統一系、有與夫子之志符者、則奎運日昌、
鴻儒輩出、殆勝唐宋而上之、亦必非偶然也、故誦夫子之書者、不可不知　本邦之尊矣、知　本
邦之尊者、豈可不講夫子之道乎、
　逖矣西土34、自夫子之志之不行、一治一亂、興亡相易、遂使胡腥遍于六服35、而獨曲阜36之
廟、祭以巨典、聖系歴々、襲封37不絶、泰梁38以來、實百世矣、其愈久愈堅、亦猶　本邦　　皇
統也、無乃上帝以夫子所願于周室、反賜諸孔氏、以顯夫子之志乎、夫子有言曰、知我者其天
乎39、嗟信矣、 
〔書き下し文〕
原聖志（聖志を原
たづ
ぬ）
　今の学者は皆な夫子の書を誦し、夫子の道を講ずるも、夫子の志を知らずして可ならんや。
惟だ聖のみ聖を知る。故に先王の志は、夫子にして而る後に之を知れば、則ち夫子の志を知
るは、学者の敢て望む所に非ざるなり。然りと雖も、言行の存する有れば、其の言を執り、
其の行を推せば、庶
こいねが
はくは以て一端を窺ふべし。
　夫れ聖人は人倫の至りに非ずや。君臣は人の大倫に非ずや。其の君を二にせざるは忠臣の
則に非ずや。而して夫子の君に事ふるや、魯に于
おい
てし衛に于てし斉に于てし楚に于てし、一
身多君にして、定止する所無し。若し衆人に在りて此の如くんば、必ず軽
けいそう
躁の誚
そしり
を免れざら
ん。其れ夫子に在りてや、之を何と謂はん。
　今窃かに之を思ふに、夫子の君とする所は一のみ。一なる者とは誰ぞや。周王なり。魯衛
斉楚は周の諸侯なり。彼を去りて此に就き、此に出でて彼に入るは、皆な周の為
ため
なり。而し
て亦た未だ嘗て魯衛斉楚の為にせずんばあらず。夫子曰く、「如し我を用ゐる者有らば、吾れ
其れ東周を為さんか」と。是れ諸侯を合はせて王室を奉じ、西周を継ぎて東周に礼楽を興さ
んことを願ふなり。此に由りて之を観れば、夫子は特
ただ
に身
みづか
ら其の君を二にせざるのみならず、
四海をして其の君を一ならしめんと欲するなり。是を之れ人の大倫と謂ふ。夫子又た曰く、
「若し王者有らば、必ず世にして後に仁ならん」と。亦た能く夫子を用ゐて東周を為す者を言
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ふなり。或いは以て易姓の王者を言ふと為すは、差
たが
へり。易姓なる者は夫子の諱む所なり。
故に至徳を称ふるに三讓を以てし、服事を以てして、未だ嘗て片言も放伐に及ぶこと有らざ
るなり。既往に於てすら猶ほ且つ然り。況や将来に於てをや。
　子張問ふ、「十世知るべきか」と。子曰く、「殷は夏の礼に因る。損益する所知るべきなり。
周は殷の礼に因る。損益する所知るべきなり。其れ或いは周に継ぐ者は、百世と雖も知るべ
きなり」と。旧解に曰ふ、「王者姓を易へ命を受くるを一世と為す。其の已然の迹、今皆な見
るべくんば、則ち今より以後、百姓の遠きと雖も、因る所革
あらた
むる所も亦た此に過ぎず」と。
誠に是の如くんば、夫子の言も亦た将来の易姓なる者に及ぶこと有るか。曰く、否。然らず。
彼の解、非なり。世の字、義を失ふ。本邦の物茂卿、更に之を解して曰く、「姓を易へ命を受
くるを一代と為し、父子の相ひ受くるを一世と為す。三代の聖人、一代の法を建て、数百年
の人をして之を守らしむ。則ち其の数百年の後を前知せし者審らかなり」と。此の解、是な
り。世の字、義を得たり。今窃かに之を思ふに、「或いは周に継ぐ者は、百世と雖も知るべき
なり」とは、夫子自ら道
い
ふなり。「周に継ぐ」と曰ふは、即ち「東周を為す」なり。周に代は
ると曰はざれば、豈に易姓ならんや。且つ十世知るべきを以て数百年を前知すと為さば、則
ち百世知るべしとは、数千年を前知するなり。乃ち永久無窮の謂なり。此に由りて之を観れ
ば、夫子特
ただ
に四海をして其の君を一ならしめんと欲するのみならず、万古をして其の君を二
にせざらしめんと欲するなり。是を之れ人倫の至りと謂ふ。
　蓋し周代前知の算は、幽王に窮まる。平王以後、余祚綫存するのみにして、徳、諸侯を庇
おほ
ふ能はず、諸侯故に之に服さず。力、諸侯を制する能はず、諸侯故に之を畏
おそ
れず。服せず、
畏れず、之を度外に置き、諸侯 擅
ほしいまま
に相ひ併合するも、王室を覬
き ゆ
覦する者無し。是れ古来未
だ有らざるの時なり。凡そ強きに従ふ者は、弱きに及びて或いは畔
そむ
けば、必ずや弱きに従は
しめて而る後に以て永久を保つべし。周に継ぐこと百世、亦た未だ有らざるの時に随ひて、
未だ有らざるの化を施す。未だ有らざるの人に非ざれば、其れ孰か之を能くせん。時は惟
こ
れ
周末なり。人は惟れ夫子なり。魯か衛か斉か楚か、苟くも夫子を用ゐる者有らば、周室綿綿
たること、猶ほ本邦の皇統のごとくならん。鳳鳥至らず、河、図を出ださずとは、此の事の
兆し無きを歎くのみ。桴に乗りて海に浮かばんとは、此の事の済
な
らざるを傷むのみ。謂ふ所
の夏の時、殷の輅
ろ
、周の冕
べん
、韶
しょう
舞
ぶ
は、以て損益の大略を見
しめ
すなり。其の然る所以の故に至り
ては、後聖を俟
ま
つに非ざれば、得て之を知る無し。
　抑
そも
〻本邦の風は、則ち神気の結ぶ所にして、人制を仮るに非ず。而して皇統一系なること、
夫子の志と符する者有れば、則ち奎
けい
運
うん
日に昌
さか
んにして、鴻
こうじゅ
儒輩出し、殆ど唐宋に勝りて之を
上まはるも、亦た必ずしも偶然に非ざるなり。故に夫子の書を誦する者は、本邦の尊きを知
らざるべからず。本邦の尊きを知る者は、豈に夫子の道を講ぜざるべけんや。
　逖
とほ
し、西士。夫子の志の行なはれざるより、一治一乱、興亡相ひ易
か
はり、遂に胡腥をして
六服に遍
あま
ねからしむ。而るに独り曲阜の廟のみ、祭るに巨典を以てし、聖系歴歴として、襲
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封絶へず、泰梁以来、実に百世なり。其の愈
いよ
〻久しくして愈〻堅なること、亦た猶ほ本邦の
皇統のごときなり。乃ち上帝、夫子の周室に願ふ所を以て、反って諸
これ
を孔氏に賜ひて、以て
夫子の志を顕わすこと無からんや。夫子、言有りて曰く、「我を知る者は其れ天か」と。嗟
ああ
、
信
まこと
なり。
〔現代語訳〕
原聖志
　当世の学者は、みな孔子の書物を暗誦したり、孔子の道を講じたりしているが、孔子の志
したことを知らないでよかろうか。
　ただ、聖人だけが聖人のことを知りうる。そのため、先王の志は孔子であってはじめて、
これを知る。そうであれば、孔子の志を知ることは、学者のみだりに望むことではないので
ある。そうではあるけれども、孔子の言行の記録は残っているので、その言をとりあげ、そ
の行いを推し測れば、その一端を窺うことはできるであろう。
　そもそも、聖人は人間の極みではないか。君臣は人の守るべき大道ではないか。一人の主
君に忠実に仕えることが、忠義な臣下の則るべき道理ではないか。
　しかし孔子は、魯国や衛国や斉国や楚国を回り、多くの主君に仕え、特定の場所に止まる
ことはなかった。もし一般の衆人がこのようなことをすれば、それは必ず、そわそわして一
ヵ所に落ち着かないという非難を免れないだろう。しかし、孔子の場合は、これをどう考え
ればよいだろう。
　私がひそかに考えてみると、孔子が実際に仕えた主君はただ一人だけである。その一人と
いうのは誰のことか。周国の王である。魯・衛・斉・楚といった国々はすべて周の諸侯であ
る。これらの間を行ったり来たり、こちらに就いたりあちらに就いたりしたのはすべて周の
ためであった。しかもそれもまた、結局は魯・衛・斉・楚のためでもあったのである。
　孔子はいわれた、「もし誰か私を用いてくれる人がいたら、私は東周を興すだろう」と。こ
れは諸侯を合わせて周の王室に奉仕し、西周を継承して、東周に西周の立派だった礼楽文化
を再興しようとした願望をあらわしているのである。
　このことから考えてみれば、孔子はただ単に自分自身が一人の主君に仕えようとしただけ
でなく、天下を一人の主君のもとに統一しようとしたのである。これこそ、人の守るべき大
道というのである。
　孔子はまたいわれた、「もし天命を受けた王者が出たら、きっと一世（三十年）たってから
はじめて仁の世界になるだろう」と。これもまた、孔子を用いて東周を興すことのできる人
のことを言っているのである。場合によっては、これは姓を変えて周にとって代わる新王朝
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の王者を言っていると考える人がいるが、間違いである。周室に代わって新王朝を建てるこ
となどは、孔子が一度も口にされず、嫌われたことである。それゆえに、至徳を称えるには
「三譲」や「服事」に注目された。放伐を用いて称えられたことは一言もないのである。過去
においてでさえもそうである以上、将来においてはなおさらである。
　子張が「十世さきのことを知ることができますでしょうか」と尋ねた。孔子先生はいわれ
た、「殷では夏の諸制度を受け継いでいて、廃止したり付け加えたりしたところを知ることが
できる。周でも殷の諸制度を受け継いでいて、その廃止したり加えたりしたところを知るこ
とができる。だからもし周のあとを継ぐものがあれば、たとい百世さきでも分かるわけだ」。
このことについて朱子の旧い注解に次のように言う、「王者が天命を受けて王家の姓が変わる
〔易姓革命の〕区切りを、一世とする。そして今まで変化してきた具体的痕跡は、今でもすべ
てたどれるから、今後も周を継承して王者が出て来たら、百世の先であっても、継承する点
も変わる点もこれを超えることはない」と。
　本当にその通りなら、孔子のいわれていることは、将来に周にとって代わって新王朝の興
ることを説いていることになるのだろうか。いや、そうではない。そのような解釈は誤りで
ある。「世」の字の意味が誤っている。
　我が国の儒者荻生徂徠は次のようにいう、「（王家）」の姓が代わって、（新しい王者が）天
命を受けるのを「一代」といい、父から子へ世代が変わるのを一世という。三代（夏・殷・
周）の聖人が一代の法を作り、数百年のあいだこれを守らせる。だから数百年後がどうなる
かをあらかじめよく知ることができるのである」と。この解釈が正しい。「世」が正しく解釈
されている。
　私がひそかに考えるに、「周のあとを継ぐものがあれば、たとい百世さきでも分かるわけ
だ」というのは、孔子がご自身でいわれているのである。「周のあとを継ぐ」というのは、つ
まり東周を興すことである。周に代わると言っていないのだから、どうして新王朝を建てよ
うとしたといようか。そのうえに、十世を知ることができるというのは、数百年後のことを
予知できるという意味になるから、百世を知り得るとは数千年を予知することができるとい
うことになる。つまり、永久に、極まり無く〔将来の王室の状況が予知できる〕という意味
になるのである。これによって考えれば、孔子はただ単に天下を一人の主君（周王）のもと
に統合させようとしただけではなく、永久にその主君が変わらないことを望まれたのである。
これこそ人間の極みというのである。
　思うに、周代に〔後世の状況を〕予知できた年数は〔西周最後の王〕幽王の時代で終わっ
た。〔幽王の子である東周最初の王〕平王以後、王としての地位は細々と続くだけで、その徳
によって諸侯を保護することができなかったため、諸侯は東周に服従しなかった。その力に
よって諸侯を制圧することできなかったため、諸侯たちは東周の王室を恐れなかった。服従
せず、恐れず、王室を無視し、諸侯同士は好き勝手に合併したりしていたが、王室にとって
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代わろうと挑んだ者はなかった。これは古来あったことのない時代であった。
　そもそも、強い者に服従する者は、その者が弱くなってくると、これに背く者も出て来る
ので、必ず弱い者（君主）にも服従させるようにしてはじめて永く天下を保全することがで
きるのである。周を継承して百世、まだあったことのない時世に適応して、まだあったこと
のない教化を施す。まだあったことない〔特別な〕人物でなければ、いったいだれがこのよ
うなことを成し遂げることができようか。
　時は東周の末期である。この〔特別な〕人物は孔子である。魯国か衛国か斉国か楚国のど
れかがかりに孔子を採用したならば、周王朝は途絶えることなく続いたのであろう。あたか
も我が皇国の皇統のように。
　「鳳鳥は来ず、黄河から図も出ない」という孔子の言葉は、この事の兆しのないことを嘆い
ているのだ。「小さないかだにでも乗って海に浮かぼうか」というのは、このことが成し遂げ
られないことを悲しく思ったからにほかならない。
　孔子先生のいわれた言葉にある夏の暦、殷の輅の車、周の冕の冠、〔舜の〕韶の舞いという
のは、〔礼楽の〕損益のおおよそをあらわしている。なぜそのようになるのか、その理由に関
しては、後に現れる聖人によってでなければ知ることができない。
　そもそも、我が国の風習は不思議な霊気によって作られていて、人為的に制定したもので
はない。そして皇統は一系であるのが、孔子の志したことと符合するところがあるため、文
芸の発達は日に日に盛んになり、偉大な儒者が続々と世に出て来て、ほとんど中国の唐代・
宋代より勝れているが、けっしてこれは偶然なことではない。そのようなわけで、孔子の書
を読誦する人々は、我が国の尊さを知らなくてはならないのである。我が国の尊さを知る人
であるならば、どうして孔子先生の道を講じないでよかろうか。
　はるかに遠いことだ、中国は。孔子の志が行われなくなった時から、治まっては乱れ、王
朝の興亡が繰り返され、ついには異民族によって王土がすべて蹂
じゅうりん
躙されてしまった。だが、
ただ曲阜の廟だけは孔子を祭る盛大な儀式が行われ、聖人の系譜は歴然として、封土の継承
は途絶えることなく、孔子以来実に百世代を経ているのである。ますます久しくして、ます
ます充実しているさまは、あたかも我が国の皇統のようである。
　天帝が、孔子先生の周室に願われたことをそのまま反ってこれを孔家に賜り、それによっ
て孔子先生の志を顕彰されたのではなかろうか。
　孔子には言われたことがある、「私を理解して下さっているのは天だけだろうか」と。あ
あ、まことにそうである。
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〔注〕
1　原聖志　　「原」は「たづぬ」と訓ずる。もとに遡って本来の意味を考えること。韓愈の『原道』をはじ
め、古文家の文章においてよく使われていた。「聖」はここでは孔子のことを指す。すなわち、孔子の志は
本来何であったのかについて考えるという意味になる。
2　…夫子之書　　孔子の言行を収録した『論語』などを指す。
3　惟聖知聖　　徂徠は『弁名』「智二則」において次のようにいう、「夫人之知人、各於其倫。唯聖知聖、賢
知賢」（日本思想大系『荻生徂徠』〔以下、「大系」と略称、岩波書店、1973年〕216頁）。この出典として「大
系」は『礼記』中庸篇の「苟不固聡明聖知、達天徳者、其孰能知之」に対する鄭玄の注「言唯聖人乃能知聖
人也」をあげている（「大系」60頁〔注〕）。後漢末の王符の『潜夫論』本政篇においても「…同明相見、同
聽相聞、唯聖知聖、唯賢知賢」と、同類の文章が見られる。
4　先王　　「五経」などの中で理想の君主として描かれている古代中国の帝王。すなわち、伝説上の聖王で
ある堯・舜のニ帝と、夏・殷・周の三代の王朝を創始した禹王（夏）・湯王（殷）・文王、武王（周）、周王
朝の諸制度を確立した周公たちを「先王」という。
5　…夫子而後知之　　徂徠学派において孔子は聖人と見なされていた。『弁名』にいう、「故古之学而為聖人
者、唯湯武孔子耳」（「大系」218頁）。孔子は聖人であるため、先王（聖人）の志（道）を知り得ることができ
た。しかし、先王の道は数人の聖人の努力を重ねて完成されたものであり、孔子のような聖人でさえ、学ん
ではじめて先王の道（志）を理解できたという。『弁道』に「故雖孔子亦学而後知焉」という（「大系」201頁）。
6　非學者所敢望也　　徂徠は、学べば誰しも聖人になれるという宋学の主張を認めない。聖人になれる人は
限られ、その素質は天から受ける。それゆえ、学んでも、一般の人は聖人の志・道を知り尽くすことができな
い。『弁道』に、「先王聡明叡知之徳、稟諸天性。非凡人所能及焉。故古者無学為聖人之説也」（「大系」201頁）。
7　其聖人非人倫之至乎　　『弁名』「聖四則」の中に、「…至於堯舜、制作礼楽、而正徳之道始成焉。君子以
成徳、小人以成俗。刑措不用、天下大治。王道肇是矣。是其人倫之至」（「大系」216頁）とある。つまり、
礼楽制度を制作し、天下を治めた堯舜のような聖人こそが「人倫之至」（人間の道徳的極まり・至高者）で
ある。また、『孟子』離婁篇に「聖人、人倫之至也」とある。
8　君臣非人之大倫乎　　『孟子』公孫丑篇に「景子曰、内則父子、外則君臣、人之大倫也」とある。
9　于魯于衛于齊于楚…　　孔子は諸国を外遊し、みずからの教えを広めようとした。56歳の時から14年間周
の諸国を遊歴し続けた。
10　…輕躁之誚　　「輕
けいそう
躁」は、落ち着かずそわそわしていること。「誚」は、責めること、またはそしること。
11　周王　　周王朝の王のこと。
12　如有用我者吾其爲東周乎　　『論語』陽貨篇。採用してくれる人がいれば、私は理想とする盛時の周を東
方の魯国で再興したいという意。
13　禮樂　　礼儀と音楽のこと。古代中国では「礼」は社会秩序を保ち、「楽」は人心を感化しやわらげるも
のとして考えられた。特に西周の礼楽文化は理想とされ、尊重された。
14　四海　　世界、天下の意。
15　若有王者必世而後仁　　『論語』子路篇の語。最初の「若」字は、『泊園家原』と『東嘆先生文集』に収録
されている「原聖志」、『東嘆先生文集』を底本にしている『日本儒林叢書』の「原聖志」は、ともに「若」
に作っているが、『論語』原文では「如」とする。
16　易姓之王者　　易姓革命により、周王朝にとって代わる新王朝のこと。
17　三讓　　三度辞退する・譲ること。『論語』泰伯篇に「子曰、泰伯其可謂至徳也已矣。三以天下讓、民無
得而稱焉」とある。「泰伯」は周の文王の父の季歴の兄。泰伯がその優秀な甥（文王）に王位を受け継がせ
るために天下を三度も譲り、最終的には南方の呉に亡命した。孔子は天下を譲ったその徳を最高のものと称
えている。
18　服事　　服従・従事すること。『論語』泰伯篇に、孔子は武王の父の文王について次のようにいう、「三分
天下有其二、以服事殷。周之徳、其可謂至徳也已矣」。文王は天下の三分の二まで保有していたにもかかわ
らず、なお殷に従い仕えていた。孔子はそのような文王の徳を最高のものと称えている。「三譲」した泰伯
と「服事」した文王は、いずれも天下を我がものにしようとしなかったために「至徳」と称えられたと東嘆
は指摘する。
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19　放伐　　中国の易姓革命観による革命の一方式。悪行によって徳を失った君主を徳のある者が天命を受け
て武力で討伐し、新しい王朝を建てること。夏王朝の最後の王、桀王が非道な政治を行ったため、殷の湯王
が武力で夏を滅ぼして殷王朝を建てたこと、殷の紂王を周の武王が武力で滅ぼして周王朝を建てたことは、
放伐の典型的な例である。
20　子張問…雖百世可知　　『論語』為政篇の語。
21　舊解曰　　ここでは朱熹の注を指している。徂徠の「新しい」注に対していう。徂徠学派の中で朱熹の注
は普通「朱註」という（小川環樹訳注『論語徴』 1、平凡社　1994年、 4頁）。
22　雖百世之遠　　『東嘆先生文集』と『日本儒林叢書』収録の「原聖志」では「世」を「姓」とする。
23　王者易姓…亦不過此　　「王者易姓受命爲一世」は『論語』為政篇「子張問、十世可知也」に対する朱熹の
注釈。「其已然之迹…亦不過此」は、為政篇の「子曰、殷因於夏礼…雖百世可知也」に対する朱熹の注釈の一
部である。朱熹は、易姓革命によって王家の姓が変わる区切りを「一世」と解釈している。さらに、各王朝
において今まで変化してきた痕跡がすべてたどれるように、周王朝にとって代わって新しい王朝が現れて百
世（百の違う王朝）が移り変わったとしても、継承された点や変革された点はいずれも知りうると解釈する。
24　物茂卿　　荻生徂徠のこと。物部氏より出たので、中国風に「物
ぶつ
茂
も
卿
けい
」や「物徂徠」と称した。茂
しげ
卿
のり
はそ
の字。朱熹の解釈と違い、徂徠は「一世」を父から子へ世代が変わることと解釈している。一方、易姓革命
によって王家の姓が変わることを「一代」という。聖人がその一代の制度を作成し、数百年の間これをその
子孫に守らせる。同じ王朝だからこそ数百年後のことでも予め知り得ることができると徂徠は解釈する。
25　前知　　まだ起こっていないことを前もって知ること。予知。『中庸章句』二十四章に「至誠之道，可以
前知」とある。
26　易姓受命…審矣　　徂徠の『論語徴』甲「為政第二・子張問十世可知也章」にある。
27　幽王　　西周の最後の王。第十二代（?～771年）。
28　平王　　幽王の子、周の第十三代の王。在位は前770～前720年。周の都を洛邑に移し、これ以後を東周と
いう。
29　祚　　祖先から伝わる王朝の君主の位。
30　皇統　　天子（天皇）の血統。または、天皇が国を統治すること。
31　鳳鳥…出圖　　『論語』子罕篇に「子曰、鳳鳥不至。河不出圖。吾已矣夫」とある。「鳳鳥」は、聖人が世
に出る時に現れるという瑞祥。「河」は黄河のこと。「図」は『易経』の八卦のもととなったとされる図。古
代中国の伝説上の帝王伏羲の時に、龍馬という大きい立派な馬がこの図を背負って黄河から出たという。こ
れも、聖人が世に出る瑞祥とされている。孔子はここで、聖人が世に現れないこと、また自分の道の行われ
ていないことを嘆いている。
32　乘桴浮于海　　『論語』公冶長篇に「子曰、道不行、乗桴浮于海。…」とある。先王の道が廃れたこの乱
れた世から離れ、海に出て避けたいという孔子の嘆きを示している。
33　所謂夏時…韶舞　　『論語』衛霊公篇に「顔淵問爲邦。子曰、行夏之時、乗殷之輅、服周之冕、楽則韶舞、…」
とある。「夏之時」は夏朝の暦法。「殷之輅」は殷朝における天子の乗り物（大車）。「周之冕」の冕は、祭礼
の時に着用する冠のこと。「韶舞」は、舜の舞楽のこと。天下を治めるのには、夏・殷・周三代の王朝から
それぞれの長所を採用するという孔子の主張である。
34　西土　　中国のこと。日本から見て西方にあるのでこういう。
35　胡腥遍于六服　　「胡」は、中国の北方や西方に住む異民族の総称。「腥」はなまぐさいこと。「六服」は
周代に、王畿（帝王の直接治めている土地）の外囲にあった六つの地域のこと。「胡腥、六服に遍し」で、
中国が異民族によってしばしば蹂
じゅうりん
躙されたことをいう。
36　曲阜　　中国の山東省中南部にある市。周代における魯国の都で、孔子の生まれた地。孔子廟がある。
37　襲封　　封土を受け継ぐこと。
38　泰梁　　大きな梁
はり
のこと。『史記』孔子世家に孔子の臨終の際の語として「太山壊乎、梁柱摧乎」とあり、
みずからを太山（泰山とも）もしくは梁柱にたとえている。ここにいう「泰梁」は天下を支える屋台骨の役
割を果たした孔子その人を指すであろう。
39　知我者其天乎　　『論語』憲問篇に「子曰、莫我知也夫。子貢曰、何為其莫知子也。子曰、不怨天、不尤
人。下学而上達。知我者其天乎」とある。
